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本シンポジウムはHokkaido Summer Institute : New dimensions of Social Pedagogyの一環としても開催されます

使用言語：日本語・英語（通訳あり）
参加費：無料
事前申し込み：7月10日（月）17:00まで

（HSI受講者および同時通訳レシーバー不要の場合は申し込み不要）

Social Pedagogyは北欧を中心に、社会的なケアや福祉的支援が必要な子ども・若者に対する教育的支援の実践と理論として発展
してきました。最近では、学校的な教育とは異なる教育概念としてイギリスや北米でも関心を呼んでいます。

日本や韓国では、同様の課題に取り組む実践を基盤に、新たな教育概念・教育思想が形成されつつあります。このシンポジウムでは、
Social Pedagogyを媒介にして、ヨーロッパ・北米・東アジアにおける新しい教育思想を比較しつつ、今後の国際共同研究の可能性を探
ります。
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